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１ 開  会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 会議録署名委員の指名                

 

                            

 

４ 議  題 

協議事項 

  協議第４号（継続） 庁舎の位置について 

 

 

    

５ そ の 他 

 

 

 

６ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新町の事務所の位置等検討小委員会名簿 

 

区      分 氏  名 

１ 規約第８条第１項第１号委員 美方町長 上 田
う え だ

節 郎
せ つ ろ う

 

２ 規約第８条第１項第１号委員 村岡町長 岩 槻
い わ つ き

 健
たけし

 

３ 規約第８条第１項第１号委員 香住町長 藤 原
ふ じ わ ら

久 嗣
ひ さ つ ぐ

 

４ 規約第８条第１項第２号委員 美方町議会議長 吉 田
よ し だ

範 明
の り あ き

 

５ 規約第８条第１項第２号委員 美方町議会議員 本 城
ほ ん じ ょ う

繁 信
し げ の ぶ

 

６ 規約第８条第１項第２号委員 村岡町議会議長 谷 渕 栄 一
た に ぶ ち え い い ち

 

７ 規約第８条第１項第２号委員 村岡町議会議員 板 坂
い た さ か

公 二
こ う じ

 

８ 規約第８条第１項第２号委員 香住町議会議長 上 田
う え だ

 孝
たかし

 

９ 規約第８条第１項第２号委員 香住町議会議員 橘
たちばな

 秀 夫
ひ で お

 

１０ 規約第８条第１項第３号委員 美方町学識経験者 中 村
な か む ら

治 泰
は る や す

 

１１ 規約第８条第１項第３号委員 美方町学識経験者 朝
あ さ

倉 富
く ら と み

征
ゆき

 

１２ 規約第８条第１項第３号委員 村岡町学識経験者 三 好 忠 男
み よ し た だ お

 

１３ 規約第８条第１項第３号委員 村岡町学識経験者 井 上 源 一
い の う え げ ん い ち

 

１４ 規約第８条第１項第３号委員 香住町学識経験者 柴 崎
し ば さ き

一 秀
か ず ひ で

 

１５ 規約第８条第１項第３号委員 香住町学識経験者 中 村
な か む ら

 曉
さとる
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庁舎の位置について 
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（単位：百万円）

　地方税 8,700 8,700 17,400
　地方交付税 31,400 29,700 61,100
　その他 7,900 7,900 15,800
　繰入金 2,100 200 2,300
　歳入計 50,100 46,500 96,600
　人件費 10,000 9,000 19,000
　公債費 15,000 12,700 27,700
　その他 23,900 23,300 47,200
　投資的経費 1,200 1,500 2,700
　歳出計 50,100 46,500 96,600

　基金残高

（歳入）
地方税 ： 町税
地方交付税 ： 国から配分される交付金
その他 ： 臨時財政対策債、地方譲与税など
繰入金 ： 基金取り崩し

（歳出）
人件費 ： 特別職の報酬、職員の給与など
公債費 ： 借り入れた地方債の元利償還金
その他 ： 物件費（備品、消耗品などの経費）、
             補助費（負担金や補助金など）、他会計への繰出金など
投資的経費 ： 普通建設事業費など

○普通建設事業費（投資的経費）の推移

○財政計画（普通会計一般財源ベース）

400　(H21末） 400　(H26末）

区　分

歳
入

歳
出

H１７～２１
（　前期　）

H１７～２６
１０年間

H２２～２６
（　後期　）

　この財政計画は、平成１６年６月８日時点における協議中のものであり、今後、数値が変わる
ことがあります。
　また、投資的経費については、歳入から人件費、公債費、その他を差し引いた額を計上して
おり、個別の事業を積上げたものではありません。

（単位：千円）

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成１６年度

美方町 978,073 1,621,686 955,686 2,134,608 1,204,874 1,449,348 571,441

うち一般財源 282,415 338,957 281,533 279,480 245,980 294,654 104,808

　割合 28.9% 20.9% 29.5% 13.1% 20.4% 20.3% 18.3%

村岡町 1,535,492 1,964,231 1,456,360 1,806,182 1,231,075 1,525,399 784,933

うち一般財源 415,313 505,030 404,434 327,641 240,065 237,748 61,256

　割合 27.0% 25.7% 27.8% 18.1% 19.5% 15.6% 7.8%

香住町 2,655,384 1,925,848 1,863,150 639,693 1,235,284 1,363,158 635,595

うち一般財源 611,792 470,065 420,326 343,826 314,347 297,134 160,644

　割合 23.0% 24.4% 22.6% 53.7% 25.4% 21.8% 25.3%

計 5,168,949 5,511,765 4,275,196 4,580,483 3,671,233 4,337,905 1,991,969

うち一般財源 1,309,520 1,314,052 1,106,293 950,947 800,392 829,536 326,708

　割合 25.3% 23.8% 25.9% 20.8% 21.8% 19.1% 16.4%

※平成１５年度は平成１４年度繰越含む最終補正予算額、１６年度は当初予算額

（資料：「財政状況調査表」）

町　名
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１ 財政計画策定の方針 

三位一体の改革による地方交付税の削減など、国の財政構造改革が進む中

にあって、新町が長期的に健全な財政運営を構築するためは、合併による歳

出の削減効果のみならず、さらなる経費の削減が必要である。そのため、物

件費の削減、団体等に対する補助金の見直し、三役等特別職や職員の減員に

よる人件費の削減、下水道事業等特別会計に対する繰出金の抑制等、歳出全

般にわたって経費の見直しを行い、財政計画を策定した。 

 

 

２ 財政計画から見た地域拠点機能強化事業の実現性 

  本財政計画には、特に庁舎を含めた地域拠点機能強化のための３事業を、

合併後、５年間の計画の中に盛り込んでいる。投資的経費に充当可能な一般

財源、起債制限比率等考慮しても、この３事業の実施は可能である。 

①健康増進施設建設事業（美方町） 

 ②特別養護老人ホーム建設事業（村岡町） 

③庁舎建設事業（香住町） 

   

 

３ 庁舎建設基金運用による円滑な財政運営 

  香住町の本来の計画によると、合併特例債の充当は補償費や庁舎建設基金

を差し引いた残りの約４億円となっている。しかし、合併直後の円滑な財政

運営を考慮すると、香住町の庁舎建設基金７億円を、少しでも財政運営に活

用することが、財政計画をたてる上で不可欠な要素となっている。このため、

可能な限り合併特例債を充当（８億円）すれば、当面、財政が厳しい時期で

の財政運営に約４億円の基金を活用することができることとなり、他の事業

も実現可能となる。 
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